
皆さんが通ってきた道のようで、それぞれ共感しながらお話されていました。

学校に行けない、この事実は親御さんにとっては受け入れがたいことです。
「( 」
親御さんがそんな風に感じていると、表情に出たり、夫婦間の言葉のかけ合いがきつくなった
り、余計に子どもさんがしんどくなってしまい、子どもさんが自分を責めるようになってしまう
こともあるようです。

「 」
こうおっしゃる方もいれば、まだまだこの境地に至れない方もおられました。そうして、ついつ
い言ってはだめだと思う言葉を言ってしまう自分がいると話されていました。

親御さんもたくさん考え、本を読み、いろんなところに相談をかけています。そうして「

」と思うようになった方もいました。

親御さん自身も心の中を見つめ、客観的に捉え直すことでどういう考え方をしていけばいい
のか問い続けています。「

」という方もいました。

病院を受診することについては
意見はさまざまでした。

「 とおっしゃり、病院に
はつながっていない方もいました。

逆に、小さいころからの主治医に相談し、「学校へ行かなくていい」と何の準備もなく子ども
さんに伝えられて親御さんの方が衝撃が走ったというお話もありました。
子どもさんと信頼関係のある主治医の言葉だったので、それを機に親子共に考え方を変え、
「 」と思うようになったそ
うです。

「 」
「 」

「
」という意見の方もいれば、

「
」というやりとりから学校へ行けることもある

そうです。

皆さんが使用時間のルール化などをしていましたが、これは学校へ行っている子どもたち
も同じですね。

不登校・引きこもり研究者の

◆ 川乗先生から ワンポイントアドバイス 岩手県立大学社会福祉学部准教授

この会の記録を分析すると、単語の組み合わせで一番多いのは「言う」と「言う」の組み合わせ。「言う」内容がネガティブになれば子どもさんにもネガティブな
影響が出るので、「言う」動作の前に５秒考えてから「言う」かどうか決めるということを取り入れてみてはどうでしょう。

解決できる場ではないけれど
それを目指す一端となることを
願って開催しました。（事務局）


